
表２－１１　代表的な群落の地方別構成比

数字は地方別合計値に対

する割合（％）を示している。
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高山低木群落 1.08 0.14 0.10 0.16 0.81 － － － － －

エゾマツ－トドマツ群集 7.24 － － － － － － － － －
エジマツ－ダケカンバ群落 9.33 － － － － － － － － －

1

シラビソ－トウヒ群団 － － － 1.17 － － － － － －
オオシラビソ群集 － 1.09 1.10 0.05 1.47 － － － － －

コメツガ群落 － 0.04 1.02 0.03 － 0.05 － － － －
ササ－ダケカンバ群落 6.68 0.10 0.65 0.18 － － － － － －

2

ミドリユキザサ－タケカンバ群団 0.58 0.25 0.01 0.14 3.81 － － － － －

下部針広混交林 3.28 － － － － － － － － －
チシマザサ－ブナ群団 1.90 11.53 4.09 1.47 1.58 0.19 － － － －
クロモジ－ブナ群集 － － － － － － 0.06 1.10 － －

マルバマンサク－ブナ群集 － 0.02 － － 5.95 － － － － －
スズタケ－ブナ群団 － 0.03 0.42 0.23 － 1.04 － 1.89 0.33 －

ヤマボウシ－ブナ群集 － － 1.00 0.26 － － － － － －

ツガ－コカンスゲ群集 － － 0.10 1.08 － 0.04 － 0.43 － －
エゾイタヤ－シナノキ群集 27.86 0.11 － － － － － － － －

ハンノキ群落 1.09 0.01 － － － － － － － －
自然低木群落 0.00 1.83 0.01 0.01 － 0.08 0.01 － 0.19 －

4

ヒメヤシャブシ－タニウツギ群落 0.01 0.11 － － 1.88 0.02 － － － －

ブナ－ミズナラ群落 0.00 5.39 0.71 0.97 8.15 0.68 1.24 － － －

クリ－ミズナラ群落 0.24 11.89 9.88 2.88 4.34 4.10 4.06 0.72 0.01 －
アカマツ群落 － 0.15 － 0.19 － 0.05 1.05 － 0.01 －

ササ草原 3.22 0.16 0.22 0.15 0.14 0.06 0.06 0.14 0.04 －
ススキ群団 0.33 1.47 0.08 0.34 0.03 0.01 0.34 0.04 0.06 －

5

伐跡群落 0.77 0.34 0.67 0.60 0.49 0.56 3.62 0.16 0.03 －

モミ－シキミ群集 － 0.01 0.01 0.12 － 1.10 0.02 0.63 0.19 －

ウバメガシ群落 － － － － － 0.05 － 1.12 0.07 －
リュウキュウアオキ－スダジイ群落 － － － － － － － － 1.21 23.88

オキナワウラジロガシ群集 － － － － － － － － 0.01 1.22
ナガミボチョウジ－クスノハカエデ群落 － － － － － － － － 0.01 2.28

ガジュマル－クロヨナ群集 － － － － － － － － 0.01 1.47
ケナガエサカキ－スダジイ群集 － － － － － － － － － 18.01

リュウキュウガキ－ナガミボチョウジ群落 － － － － － － － － － 1.39

アカマツ群落 － 1.27 － － － 0.02 0.02 － 0.05 －
リュウキュウマツ群落 － － － － － － － － 1.97 6.36

6

クロマツ群落 － 0.06 － － － 0.11 0.08 1.00 0.05 －



植
生
区
分

群
落
名

北
海
道

東
　
北

関
　
東

東
　
海

北
　
陸

近
　
畿

中
　
国

四
　
国

九
　
州

沖
　
縄

コナラ群落 － 13.13 5.15 4.77 16.89 9.93 17.47 2.74 1.85 －

クヌギ－コナラ群落 － － 0.66 0.01 － 0.62 － 1.09 2.13 －
コナラ－クリ群落 － － 1.51 3.48 － － － － 0.01 －

シイ・カシ萌芽林 － － 1.58 4.17 0.24 1.95 1.16 8.26 10.32 2.28
ウバメガシ－クロマツ群落 － － － － － 1.00 － － － －

アカマツ群落 － 0.75 － 0.53 6.50 5.37 0.71 8.67 1.48 －
ヤマツツジ－アカマツ群集 － 0.32 0.76 0.03 4.88 1.03 － － 0.81 －

モチツツジ－アカマツ群集 － － － 5.86 － 9.47 2.70 － － －

コバノミツバツツジ－アカマツ群集 － － － 0.01 － － 16.77 2.16 0.03 －
オンツツジ－アカマツ群集 － － － － － － － 3.31 0.02 －
クロマツ群落 － － － 0.12 0.86 0.30 0.35 2.23 0.42 －

7

ススキ群団 － － 0.42 1.02 0.64 0.11 0.72 0.14 3.32 5.46

ヨシクラス 1.37 0.01 0.45 0.06 0.12 0.21 0.16 0.09 0.05 0.57
8

アダン－オオハマボウ群落 － － － － － － － － － 1.79

常緑針葉樹植林 19.5 1.46 0.84 0.05 1.07 0.08 － － － 1.63
トドマツ植林 2.37 － － － － － － － － －

アカマツ植林 － 5.64 3.07 1.38 0.15 0.27 4.16 0.04 2.23 －

クロマツ植林 － 0.30 1.01 2.57 0.02 0.73 1.42 0.18 1.65 －
スギ・ヒノキ・サワラ植林 0.00 10.62 14.51 30.46 13.91 26.64 15.85 37.27 31.70 －

落葉針葉樹植林 4.83 4.80 4.82 0.32 0.05 0.03 0.10 － － －
外国産広葉樹植林 0.01 0.03 0.01 － － 0.01 － － 0.03 1.30

常緑果樹園 － － 0.55 1.06 0.02 0.66 0.57 4.68 2.93 0.57
畑地雑草群落 6.75 4.37 10.61 3.60 1.48 0.62 1.34 2.71 7.66 20.13

水田雑草群落 3.74 12.31 15.15 11.66 14.75 12.57 12.60 10.94 11.89 0.33

9

牧草地 4.85 1.07 0.96 0.73 0.31 0.49 0.77 0.25 1.21 2.93

市街地 1.69 1.73 3.93 8.63 2.36 7.07 1.61 2.61 3.84 2.69
緑の多い住宅地 0.09 0.89 3.33 0.81 1.39 1.00 2.59 0.65 2.24 0.1610

開放水域 0.95 0.77 2.13 1.28 0.15 4.68 0.53 0.57 0.35 0.24

計 91.13 94.07 91.42 92.48 93.63 93.00 92.14 95.82 90.41 94.69

1%に対応するメッシュ数 274 345 153 155 654 132 138 95 183 12



　北海道地方は最も自然植生の高い地方であるが，これを特徴づけるのは亜寒

帯・亜高山帯のエゾマツートドマツ群集，エゾマツーダケカンバ群落，ササー

ダケカンバ群落およびブナクラス域のエゾイタヤーシナノキ群落である。いず

れの群落も北海道に特徴的に出現し，特に前２つの群落は北海道固有のもので

ある。北海道地方ではヤブツバキクラス域の自然植生および代償植生はみられ

ず，植林地・耕作地植生の比率も他の地方に比べて低くなっている。全国的に

高い比率を占めるスギ・ヒノキ・サワラ植林がほとんどみられないのも特徴で

ある。

　東北地方は自然植生全体の比率においては北海道，沖縄に次いでいるが，そ

の中で最も高い比率を占めているのはチシマザサーブナ群団である。代償植生

ではブナクラス域のクリーミズナラ群落，ブナーミズナラ群落の比率が高いが，

ヤブツバキクラス域のコナラ群落も高くなっている。植林地・耕作地植生およ

びその他の区分が高い比率を占め，全体の約半分はこれらの区分によって占め

られている。

　関東．東海地方では自然植生の比率は低いが，１％を越えるものとして，関

東地方ではオオシラビソ群集，コメツガ群落（以上亜寒帯・亜高山帯），チシ

マザサーブナ群団，ヤマボウシーブナ群集（以上ブナクラス域），東海地方で

はシラビソートウヒ群団（亜寒帯・亜高山帯），チシマザサーブナ群団，ツガー

コカンスゲ群集（以上ブナクラス域）があげられる。代償植生では，関東地方

ではブナクラス域のクリーミズナラ群落，次いでヤブツバキクラス域のコナラ

群落が高いが，東海地方ではヤブツバキクラス域のコナラ群落，シイ・カシ萌

芽林，モチツツジーアカマツ群集などの比率が高くなっている。両地方とも全

体の約７割が植林地・耕作地，市街地などによって占められている。東海地方

では特にスギ・ヒノキ・サワラ植林の比率が高く，全体の約３割を占めている。



　北陸地方は自然植生の比率は東北地方に次いでおり，亜寒帯・亜高山帯のミ

ドリユキザサーダケカンバ群団，ブナクラス域のマルバマンサクーブナ群集が

比較的高い比率を占めている。代償植生ではヤブツバキクラス域の比率が高く，

コナラ群落，アカマツ群落，ヤマツツジーアカマツ群集などが多くみられる。

ブナクラス域のブナーミズナラ群落，クリーミズナラ群落の比率も比較的高い。

植林地・耕作地植生，その他の区分の合計は全体の約３.５割で，これは北海道，

沖縄に次いで少ない。

　近畿，中国，四国地方はいずれも自然植生の比率は極めて低い。いずれの地

方でもヤブツバキクラス域代償植生の比率が高いが，近畿地方ではコナラ群落，

モチツツジーアカマツ群集，中国地方ではコナラ群落，コバノミツバツツジーアカ

マツ群集，四国地方ではシイ・カシ萌芽林，アカマツ群落の比率が高くなって

いる。植林地・耕作地植生およびその他の区分がいずれも高率だが，近畿・四

国では５割を越え，四国ではスギ・ヒノキ・サワラ植林の比率がとりわけ高い。

　九州地方ではヤブツバキクラス域の自然植生の比率がやや高い。これを構成

する主な群落はリュウキュウアオキースダジイ群集とリュウキュウマツ群落で

あるが，これらは沖縄からつづいて分布し，南部の地方に限ってみられる群落

である。代償植生ではシイ・カシ萌芽林が高率であるが，自然植生，代償植生

を含めても全体の約３割で残りは植林地・耕作地植生および市街地などからな

るその他の区分によって占められている。

　沖縄地方は全体の半分以上がヤブツバキクラス域の自然植生によって占めら

れており，自然植生の比率は北海道に次いで高率となっている。これを構成す

る主な群落はリュウキュウアオキースタジイ群集とケナガエサカキースタジイ

群集であり，これらに次いでリュウキュウマツ群落の比率も高い。沖縄にはヤプ

ツバキクラス域の自然植生が多く出現しており，沖縄固有のものも多い。植林



地・耕作地植生およびその他の区分の比率は全体の約３割と低いが，そのうち

約２割は畑地雑草群落である。

　自然植生のうち全国土の面積に対する割合（占有率）が０.１％以上となるもの

を抜き出すと表２－１２のようになる。このような群落には３１群落が該当し，

特に占有率の高い群落はブナクラス域と亜寒帯・亜高山帯の自然植生である。

エゾイタヤーシナノキ群落（占有率４.９％），チシマザサーブナ群団（同３.５％）

エゾマツーダケカンバ群団（同１.６％），ササーダケカンバ群落（同１.３％），

エゾマツートドマツ群集（同１.３％）の５群落によって日本の自然植生の６割

が占められている。ヤブツバキクラス域の自然植生ではリュウキュウアオキー

スダジイ群集が最大面積である。占有率は０.３％であり，他クラス域に比較し

て低い。また社寺林などとして残存してきたシイ－カシ自然林の占有率は沖縄

九州に分布する群落を除くといづれも０.１％未満であり，極めて限定された範

囲に存在している状況である。



表２－１２　全国の０.１％以上の面積を占める自然植生（集約群落別）

群　　　落　　　名
集

約
群落コード メッシュ数 占有率

1 エゾイタヤ－シナノキ群落 ＊ 40300 7666 4.93 %

2 チシマザサ－ブナ群団 ＊ 40100 5482 3.53

3 エゾマツ－ダケカンバ群落 ＊ 20400 2554 1.64

4 ササ－ダケカンバ群落 ＊ 20600 1991 1.28

5 エゾマツ－トドマツ群集 ＊ 20100 1983 1.28

6 下部針広混交林 ＊ 42600 898 0.58

7 自然低木群落 ＊ 41700 682 0.44

8 オオシラビソ群集 ＊ 20501 648 0.42

9 ヨシクラス ＊ 80300 568 0.37

10 ミドリユキザサ－ダケカンバ群団 ＊ 20800 518 0.33

11 リュウキュウアオキ－スダジイ群集 ＊ 61305 514 0.33

12 スズタケ－ブナ群団 ＊ 40200 489 0.31

13 アカマツ群落 ＊ 61800 454 0.29

14 高山低木群落 ＊ 10100 440 0.28

15 リュウキュウマツ群落 ＊ 63200 439 0.28

16 ササ自然草原 ＊ 21100 429 0.28

17 マルバマンサク－ブナ群集 ＊ 40103 396 0.25

18 ハンノキ群落 ＊ 41500 303 0.19

19 モミ－シキミ群集 ＊ 60100 283 0.18

20 ツガ－コカンスゲ群集 ＊ 40208 229 0.15

21 ケナガエサカキ－スダジイ群集 ＊ 61314 221 0.14

22 ウラジロヨウラク－ミヤマナラ群団 ＊ 21300 203 0.13

23 ヤマボウシ－ブナ群集 ＊ 40201 194 0.12

24 ミミズバイ－スダジイ群集 ＊ 61302 184 0.12

25 シラビソ－トウヒ群団 ＊ 20500 182 0.12

26 コメツガ群落 ＊ 20503 181 0.12

27 ヒメヤシャブシ－タニウツギ群落 ＊ 41703 169 0.11

28 ヤナギ低木群落 ＊ 41300 163 0.10

29 クロモジ－ブナ群集 ＊ 40102 160 0.10

30 ウバメガシ群落 ＊ 61700 154 0.10

31 クロマツ群落 ＊ 61900 152 0.10



　今回の植生調査の中で全県をカバーしているのは愛知県１県であ

る。そこで愛知県の前回と今回の調査結果を比較し、過年度の植生

状況の変化について考察してみる。

　植生区分別に両年度の集計結果を対比してみると、表２－１３の

ようになる。調査メッシュ数に違いがあるのは、開放水域（１２２

メッシュ），干拓地（４１メッシュ）が今回調査には含まれている

ためで、これらを除くと、総メッシュ数はほとんど変わらない。

顕著な変化の見られる植生区分はヤブツバキクラス域の代償植生と

植林地，耕作地植生，その他の区分である。ヤブツバキクラス域の

代償植生の減少は、人工的な色彩の濃い植生区分の増加となって現

われている。自然植生のメッシュ数は少なく、一概に論じにくいが、

変化はほとんどみられない。先に述べた人為的な変化は、自然植生

の分布域ではなく、代償植生の分布域が中心であると推定される。

　さらに詳細に群落別の変化をみてみると、細部の変化には、実際

の植生変化のみならず、調査手法上の問題も含まれていることが分

った。出現群落数は昭和５０年度が３５群落であるのに対し、昭和

５５年度は４１群落となり、群落が細分化され、図面描写が細かく

なっている。



表２－１３　愛知県の集計結果の比較

昭和 55 年度調査 昭和 50 年度調査
植　　生　　区　　分

メッシュ数 構成比※ メッシュ数 構成比

1 寒帯，高山帯自然植生 0 －％ 0 －％

2 亜寒帯，亜高山帯自然植生 0 － 0 －

3 亜寒帯，亜高山帯代償植生 0 － 0 －

4 ブナクラス域自然植生 3 0.1 1 0.0

5 ブナクラス域代償植生 58 1.2 11 0.2

6 ヤブツバキクラス域自然植生 23 0.5 24 0.5

7 ヤブツバキクラス域代償植生 589 12.3 868 18.1

8
河辺・湿原・塩沼池・砂丘

植生（各クラス域共通）
14 0.3 15 0.3

9
植林地・耕作地植生（各ク

ラス域共通）
3,087 64.4 2,979 62.3

10 その他 1,019 21.2 890 18.6

計 4,793 100.0 4,788 100.0

開放水域，干拓地 163 － － －

総　　計 4,956 － 4,788 －

※　開放水域，干拓地のデータは比較から除外した。



（２）群落の解説

　　データバンクされた情報を使用して県別の分布図，緯度および標高別の頻

　度グラフを作成した。これらの図はこれまで分りにくかった群落ごとの分布

　や生育地の特徴を見出すことに有効である。本報告では，メッシュ数の多い

　群落と，多県にまたがる群落を抜き出しそれぞれの図を付表－９に掲載した。

　このようなデータと県ごとの報告を合わせることによって表２－１４に示すよ

　うな全国的な凡例解説が行なえる。表２－１４は，各植生区分ごとに１～２群

　落を選び例示したものである。

　　群落の基準化は，全国レベルの調査や相互比較を実施する上で重要な作業

　である。現在の群落凡例は，おおよその基準化が行なわれているもののまだ

　整理の段階であり，個々の群落の統一した見解を導びくためにはそれぞれの

　凡例解説を行なう必要があるであろう。

　　別冊「凡例解説」では７４の代表的な群落を選び解説を試みた。

（３）自然公園および保全地域の植生状況

　　図２－５，７は公園別の植生区分別構成比を示す図である。わが国の公園

　を植生自然度から大別した報告はすでになされているが，ここでは植生区分

　別の類型を行なってみた。（各公園の位置は図２－４，６に示した）

　　自然性の高い公園に着目し，それぞれの植生区分別の構成比を比較してみ

　ると次のような類型ができる。

　Ａ．植生区分の２．亜寒帯．亜高山帯の自然植生が高い割合を占める公園

　Ｂ．植生区分の２．と４．ブナクラス域の自然植生が，共に高い割合を占め

　　　る公園

　Ｃ．４．ブナクラス域の自然植生が高い割合を占める公園



　Ｄ．６．ヤブツバキクラス域の自然植生が高い割合を占める公園

　Ｅ．いづれの自然植生も低い割合の公園

　　Ａ～Ｅの類型はすなわち，Ａ．針葉樹林によって代表される公園，Ｂ．針葉樹

　林と落葉広葉樹林によって代表される公園，Ｃ．落葉広葉樹林によって代表さ

　れる公園，Ｄ．常緑広葉樹林によって代表される公園，Ｅ．自然林の少ない公

　園，というように見なすこともできる。

　　自然林の割合が７０％以上となるような自然性の高い公園について上記の

　区分を用いて類型化すると次のようになる。

　　Ａ…………大雪山国立公園

　　Ｂ…………十和田八幡平国立公園，中部山岳国立公園，白山国立公園，

　　　　　　　ニセコ積丹小樽海岸国定公園

　　Ｃ…………越後三山只見国定公園，栗駒国定公園

　　Ｄ…………西表国立公園，奄美群島国定公園

　　また自然林の割合が４０～７０％の公園も同様に類別すると，Ｂタイプの公

　園が多い。Ｄタイプの常緑広葉樹林によって代表される公園は小笠原国立公

　園が加わるのみで，全国的にも限られた林況の公園であると言える。

　　この類型の面積的な比較をするとＡ，Ｂタイプの公園は大面積であるのに

　対し，Ｄタイプは小面積である。これは自然公園の環境行政にとっては自然

　性のみならず，その質の問題も重要であることを示唆している。

　　またＥタイプの公園には自然植生が５％未満の公園も存在し，植生からみ

　た自然性はほとんど保たれていない状況と言える。






























